
 

 

 

 
	 下水道管路の補修再生に用いられている市中技術を応用したもので、ケーブルが収容されていない管路

（空管）の内部に、樹脂系のライニング材を挿入し、新たに３mm程度の厚みを持った樹脂膜を形成する

ことにより管路を再生します。強度不足等で使用出来なかった管路に対し使用する事で低コストで光ケー

ブル等の布設空間を確保できます（図）。 

対象は、強度不足が懸念される内径φ75mmの金属管です。 
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